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町田市は人口 42.8 万、高齢化率 25.7％、東京都多摩南部の住宅都市である。毎

年男性 100 人、女性 50 人、計 150 人程度が胃がんで死亡している。（表１） 

2009-2013 年度の胃 X 線検査による胃がん検診は、毎年の受診者数約 3000 人、

受診率 2%、胃がんは 4-5 人で、胃がん発見率は 0.12%、市の決算額からは、胃

がん発見 1 人当たり費用は約 380 万円であった。（表２） 

より効率的な検診を求め、町田市医師会と町田市が協力し、三木一正先生、西東

京市医師会（永田先生）に相談して 2013 年秋に 55-64 歳に胃がんリスク検診が

行われた。2014 年度からは、胃 X 線検査は全廃して、35 歳以上の市民を対象

とし、40 歳以上 5 歳毎は無料、他の年齢は 800 円の自己負担で施行した。受診

率 11-15%で計 4 万人以上が受診し、2014 年度 133 人、2015 年度 74 人の胃が

んを発見できた。がん発見率 0.52%、精検受診率 74.9%、がん発見１人当たり費

用は 90.7 万円であった。（表３） 

年代別各群の内訳では 40 代 85%、50 代 75%、60 代 60%、70 代以上 50%ほど、

全体では 64.8%が A 群である。（表４） 

群別では、B 群の 0.9%、C 群の 2.3%、D 群の 2.4%から、がんを発見している。

年代別では、40 代 0.5%、50 代 1.0%、60 代 1.6%、70 代以上 2.5%ほどの陽性

反応的中率であった。（表５）これからの内視鏡検診では省かれてしまう 40 代

では、内視鏡検査を 15%に集約でき、4 人の胃がんを発見できている。 

全発見がん 212 例中 126 例(59%)は早期がんであり、67 例(32%)は内視鏡切除

が行われた。（表６） 

精密検査費用を含めての胃がん発見１人当たり費用は、X線検診では 424万円、 

胃がんリスク検診では 173 万円であった。 

また、B,C 群の精密検査受診者の、83.5%に除菌を行い、全体で 8431人を除菌治

療へ誘導出来た。将来の胃がん（潰瘍）抑制効果が期待される。 

2016 年度は日本ヘリコバクター学会からの注意喚起を踏まえて、ＨＰ抗体陰性

高値群(3以上 10Ｕ/mL未満)はＡ？群として、内視鏡推奨とした。これまでの陰

性高値群については、はがきにて受診勧奨を行っている。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 


